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資料

伊藤壽
一

朝鮮度量衡協会理 事の 経済視察報告につ い て
＊

鈴　木　健太郎
＊＊

　昭和 10 （1935）年 7 月 15 日付 「東京計量時

報」　 （第 202 号）紙上 に伊藤壽
一

朝鮮度量衡協

会理事、京城商工 会議所議員 の 「北鮮及東部満

州経済視察報告」 が掲載 され て い る。

　京 城商工 会議 所発行 の 『昭 和十 六 年 統計 年

報』
ω 巻 末 の 「京城商工 会議所議員名簿」 に伊

藤壽一氏 は会頭 、 副会頭 、 常議員、議員、特別

議員 と区分され た役名の 中で常議員 として 以 下

の よ うに記載 され て い る 。

　　 「役名　常議員　氏名　伊藤壽
一

　　　住所　漢江通
一

ノ 六

　　　職業　株式会社伊藤商行代表」

　伊藤壽
一

氏 に つ い て は 『昭和人名辞典』
（2）

に

は以下の よ うな記述が あ る 。

　　 「伊藤壽
一

　府会議員　伊藤商行

　　　福禄商亊　朝鮮鑢工 業各 （株）代表

　　　朝鮮無尽 　国産 自動車　朝鮮工 作

　　　朝鮮計器各 （株）取締　朝鮮生命

　　　 日本電球製作所各 （株）監査

　　　電気機械度量衡商

　　　京城府新 吉町 95　電 279

　　　 （閲歴） 三 重県大次郎長男

　　　　明治 28年生 る

　　　　大正 3 年名古屋 中卒業

　　　　昭和 18 年 5 月　 紺綬褒章 を賜ふ

　　　　宗教真宗

　　　 （家庭）妻チ カ （明 35）

　　　　愛知県加藤静雄長女

　　　　長男壽郎 （大 10）長 女量子 （大 13）

　　　　二 女壽子 （昭 4）」

　商工 会議所 の名 簿 と人名辞典で は伊藤 氏の 住

所 が異なっ て い る 、 職場 と自宅 なの で あ ろ うか

伊藤壽
一

氏 の 役職が名 簿と人名辞典の い ずれ も

株式会社伊藤 商行代表で あ るこ とか ら同姓同名

の 別人 で は な く同
一

人物 で あ る と確認で きる 。

府会議員 とは京城府議会議員 の こ とで あろ う。

日本統治時代 の 京城府議 会は どの よ うな制度で

あっ たの か 、 選 挙権 、 被選挙権が どの よ うな人

た ちに あ っ た の か 等 、 別 の 機会 に考察 して み た

い
。

　ま た伊藤氏 は多 くの 企業に 関与 して い る 。 こ

れ ら の 企業が ど の よ うな活動 を行 っ て い た か も

興味深 い 。 伊藤氏 の 本業は電気機械度量 衡商で

あ るが ど の よ うな度量 衡機 を販売 して い た の か

朝鮮度量 衡協会 とは ど の よ うな団体で あ っ た の

か も今後研究した い 。

　 こ の 『昭和人名辞典』の 同 じペ ージ に は壽
一

氏の 弟 と思われる伊藤省三 氏につ い て 以下の よ

うな記述 がある
（3）

。

　　 「伊藤省三 　イ ワ 洋行　青写真電気焼付業

　　　京城府黄金 町 199 電本局 1256

　　　 （閲歴 ）三 重県大次郎 二 男

　　　　明治 34年 7 月 17 日生る

　　　　大正 10 年平壌中学卒業

　　　　伊藤洋行勤務を経て 昭和 7 年現地 に

　　　　現業を創業す

　　　 　宗教真宗　趣 味写真旅行

　　　 （家庭）妻美津子 （明 40）

　　　 　神奈川 県 小金 国次郎女大連高女卒

　　　 　長女朝子 （昭 8）」
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　壽
一

氏 と省三 氏 は 三 重県 の 伊藤大 次郎 氏 の

長男 と次男 で共 に宗教が 浄土真宗 とい うこ とか

ら明 治中期 の 三 重県で 伊藤大次郎 とい う同姓同

名 の 人物 が複数い た 可能性は否 定で きない とし

て も兄弟で あ ろ う可能性 は高い と思われ る。

　壽
一

氏 と省三 氏が 兄弟で ある とすれば壽
一氏

が大正 3 （1914）年に名古屋 中学校を卒業 し て

い る の に対 して省三氏 が 大正 10 （1921）年 に平

壌 中学校 を 卒業 し て い る こ と か ら伊藤 家は

1914 年か ら 1921 年 の 間 に名 古屋 か ら朝鮮 半島

に渡 り平壌に住ん で い た と思われ る 。

　 『昭和人名 録』の 中で 伊藤壽
一

氏 の 次に掲載

され て い る伊藤福
一

氏 に つ い て 「大正 10 年来

鮮」
ω

と い う記述が あるが 壽
一

氏や省三 氏に つ

い て は来鮮つ ま りは朝鮮半島に渡 っ た 時期 に っ

い て の 記載は ない 。

　伊藤壽
一

氏 （以下伊藤 氏 と記す） は今 回 の 視

察に つ い て 「東京計量時報」紙上 に 「は しがき1

と題 し て 以 下 の よ うに 述 べ て い る
（5）

。

　　 「先般京 城商工 会議所の 命 に依 り二 宮常
一

　 　議員 と共 に旬 日に亘 り北鮮及東部満州 国各

　　地 を視察 し其の 概要 に付 き過 N 会議所に於

　　て 口述報 告 したる もの の 要 点を摘録 した る

　　も の に して友邦満州 国 の 建設 に対 して は経

　　済的基礎 工 作の 確立が 重要 なる要素に し て

　　所謂 日満経済プ ロ ソ ク の 促進 を必 要 とし て

　　従而 内満 間に介在せ る吾が朝鮮 に於 ける経

　 　済並 に産 業方面殊 に 中小商工 業 の 対策 に 関

　　して は将 来多大 の 考究 を要す べ きもの と思

　 　料せ られ 今回の 旅行 は此の 意味 に依 り国策

　 　的見地は別 とし て 専 ら此の 方面 の 視察に重

　 　点 を置い たの で あ ります。」

　伊藤氏 と同 行 した二 宮常一氏の 記述 は 『昭和

人名辞典』に は見当た らず詳細は不 明で ある 。

　 こ の よ うに 京城 商工 会議所 に派遣 されて 行 っ

た今回の 視察の 日程 は 「は し が き」 に続 く 「序

論」 に以 下 の よ うに記 されて い る
  。

　　 「私共 は 3月 20 日京元線 に依 っ て 京城 を離

　　れ 先づ 最初の 視察地 清津 に入 り此 の 地 の 視

　　察 を了 へ て海路羅 津 へ と進 み更 に雄基 を経

　　て 雄基南陽間の 国壇線 は 汽車中 よ り視察 を

　　遂 げ国境 を越 へ 満州国に於 ける第
一歩 を図

　　們 の 地 に印 したの で あ ります 。 更 に満州国

　　間島省公署 の 所在地延 吉の 視察を了 へ て 龍

　　井 に到着致 しま した 。 私 共 が満州国に 入 っ

　　 た の が 24 日 で あ りま し て 時恰 も北鉄 接収

　　の 真最 中で あつ たの で あ ります 。

　　　延吉及 龍井 に て の 状勢で は 匪賊 の 出没頻

　　繁に て奥地 鉄 道沿線の 警戒 も厳重 を極 め て

　　ゐ る に も不 拘 、 相当危険で あ る との こ とを

　　耳 に しま した の で 已 を得ず敦化拉法を経て

　　哈爾賓に入 る予定 を変 更 し て 、龍井 よ り空

　　路 に依 り新京 に入 り此の 地の 視察を 了 り

　　愈 々 問題 の 北鉄南部線に依つ て哈爾賓に入

　　 っ た の で あ ります。 此 の 地 で 拉浜線の 現状

　　等 に 関し て も相 当調査 を遂げて コ
ー

ス 変更

　　の 欠陥を補 つ た の で あ ります。哈爾賓 の 視

　　察 を了 へ る頃 に は 日程 も切追 し尚奉天 を残

　　 して ゐ て生 憎 日曜に 当 りま し た が 幸ひ 朝鮮

　　貿易協会並 に奉天 商工 会議所の 好 意に 依 り

　　予 定の 視察 を済 し、安奉線経 由 4Al 日無

　　事に帰城 した の で あ ります。」

　伊藤氏 は京城 （現在の ソ ウル ）か ら京元 線 ω

で 現在の 北朝鮮領内の 元山に向か い そ こ か ら清

津、羅津、雄基 （現在 の 先鋒） と日本海沿 岸 の

各地 を視察 して か ら汽 車で 現在 の 中朝 国境 を越

え現在の 中国吉林省の 図們 に 向か っ た。延 吉 、

龍井両市 とも現在の 吉林省で ある。文 中の 北鉄

接収 とは 満州国 内に あっ た 中華民 国 （満州 国成

立 後 は満州 国政府） とソ連邦共 同経営 の 北満州

鉄道 （旧名東清 ・東支鉄道） を 日本が購入 した

こ とで ある
  。伊藤氏 は延 吉や龍 井に 出没す る

匪賊 に つ い て言 及 して い るが こ うした 匪賊 は ど

の よ うな集団だ っ た の だ ろ うか 。 関東 軍の 存在

に もか か わ らず 、満州 の 治安 をお びや かす ほ ど

強力 な集 団だ っ たの だろ うか 。

　結果 と して伊藤氏 は 匪賊を避 けた た め現在の

吉林省内の 敦化 、 拉法 の 視察を果 たせ ず龍井か

ら飛行機 で 満州国 の 首都新京 （現在 の 吉林省省

都長謇市〉に入 っ た。そ こ か らハ ル ビ ン （哈爾
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賓） に新京 ハ ル ビ ン 問を走る 北鉄南部線で 向か

い 、ハ ル ビ ン か ら奉天 （現在 の 遼寧省省都瀋陽

市）に行 き、奉天 か ら中朝国境中国側 の 安東 （現

在の 丹東市）まで 走る安奉線を経て京城に戻 っ

たの で ある。

　 「東京計量時報」 紙 上の 記事中で は こ の 旅程

中朝鮮半島北部 日本海 沿岸の 清津 、羅津 、雄基

の 3 都市の みに つ い て 報告 され て い る 。
し か も

清津市 （日本統治時代の 正 式名称 は清津府） で

はな く清津港 とい うよ うに港を強調 した題 名に

なっ て い る。以下 で は紙数 の 都合 上 こ の 3 港の

うち清津 と羅津の 2 港に つ い て の 伊藤氏の 報告

を経済統計 を中心 に検証 し た い 。

清津港

　伊藤氏 は清津港 に つ い て以 下 の ように 述べ て

い る
（9＞

。

　　 「こ の 地 の 現在戸 数及 人 口 は

　　　内地人 2
，453 戸、人 口 10

，
258 人、

　　　鮮人 6，613戸 、 人 口 30，379人 、

　　　外 国人 175 戸 、 人 口 728人 、

　　　合計 9
，
251 戸 、 人 口 41

，
365 人

　　　で あ りま して 」

　 こ の 人 口統計で 内地人 （日本人 ）、朝鮮人 、

そ の 他外 国人 と 3 つ に 区分 され た 戸数を合計す

る と 9，241 戸 にな り伊藤氏 が書 く合計 9，251 戸

は明 らか に誤 りで あ る。 なぜ こ の よ うな計算違

い が 生 じた の だ ろ うか 、こ の 伊藤氏 が書い て い

る人 口統計は国勢調査 の 数値
（10）

とは異なる 。

　国勢調査 に よれ ば清津府の 人 口 お よび 世帯は

昭和 5（1930）年 に 35，925 人 、 7，813 世帯 、 昭和

10（1935）年 に 55，530 人、11，798 世帯で あ る 。 こ

れ は後 に述 べ る羅 津 も同様で 伊藤氏 が書い て い

る人 口及び戸数 は国勢調査 とは
一

致 しない の で

ある。国勢調査 とは異 なる こ の 人 口統計 の 出典

は何か 、 実に興味深い 統計で あ る 。

　伊藤氏 は清津港 に つ い て 以下 の よ うに述 べ て

い る
q1）

。

　　 「此の 港 は総経費 640万 円 を以てす る総督

　　　府の 8 ヵ年継続事業 として の 築港 工 事 が

　　　昭和 8 年 に完成 して 、 防波堤は延長 600

　　　メー トル 、天馬 山下地先岸壁 を水深 9．5

　　　メー トル と し て 防波堤 内の 水上 面積 31

　　　万平方 メー トル 、岸壁 は 3，000 トン級 の

　　　汽船 4隻 と 6，
000 トン 級 3 隻 を横着す る

　　　岸壁 も完成 したの み な らず 、 多年 の 懸案

　　　で あ っ た輸城川 の 改修工 事が経費 200 万

　　　円を以て 窮民救済事業 として 完成 され た

　　　結果市街 地に於 ける氾濫 が 完全に 防止 さ

　　　れ たの で 港 として の 従来 の 最難点が取 り

　　　除かれ たの で あ ります 。 而 して 当港 の 呑

　　　吐能力 は 、 1 ヶ 年 150 万 トン 乃 至 200 万

　　　 トン の 貨物を 取扱ふ こ とが出来 るや うに

　　　な っ た の で あ ります 。 尚現在清津港の 大

　　　な る悩 とす るとこ ろ は独 り此 の 清津港 ば

　　　か りで なく、全鮮 の 港 も同様 の こ とで あ

　　　 ります が、築港の 技術上 の 問題で ありま

　　　す 。 朝鮮 に於 ける築港の 技術者は 主に 陸

　　　上 技術者で あ りま して陸上 技術の 見地に

　　　依 り其 の儘海 上工 事 に応用す る傾 きが あ

　　　るため、港湾の 特異性 を多分 に殺 ぎ、為

　　　に 船舶 の 操作 を甚 し く不 便な らし め て ゐ

　　　る との こ とで あ り、築港計画上 に遺憾 の

　　　点が多 々 ある こ とを聞きま して 今後朝鮮

　　　に 於ける港湾築造 乃至 改築上最も研 究 を

　　　要する こ と と思はれ ま した 、 尚此 の 地の

　　　漁港は 昭和 8、 9 年 の 2 ヵ年継続事業 と し

　　　て 経費百万 円を以て 新輸城川尻 に完成 さ

　　　れ 防波堤、護岸其の 他の 設備 が完備 し て

　　　ゐ るの で あ ります 。 」

　朝鮮総督府 が清津港の 整備 と河川改修工 事に

多大な費用を投入 し た こ とがわ か る。伊藤氏が

築港技術 に つ い て もよく知 っ て い る こ とには驚

か され る。当時の 朝鮮に い た築港技術者が主 に

陸上技術者で あ っ た とすれば港湾築造 を専門 と

する優れ た 技術者が 朝鮮で は不足 し て い た の で

あ ろ うか 。 巨額 の 税金 を投 じ て 作 っ た港湾に 技

術的な不 備があれ ばそ の 後長期に わた っ て 使 い

つ づ け る使用 者が不 幸で ある 。

　漁港が完成 して か ら漁獲高は 増 えたの だろ う
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か 。 そ の 後 朝鮮が 独立 して か ら、清津港 に残 さ

れ た設備は ど の よ うに 活用 されたの で あろ うか 。

　伊藤氏 は こ の 清津港 を活用 した貿易 に つ い て

以下の よ うに述 べ て い る
（12）

。

　　 「次に此 の 地 の 貿易状況 に つ い て 見 るに、

　　　満州事変以 前まで は取扱貨物の 大部分 は

　　　道 内及び 北鮮方面の 消費の 程度 に止 ま り

　　　奥地満州 との 取引は余 り振は なか つ たの

　　　で あ りますが其の 後京図 線及拉浜 線の 開

　　　通 に依つ て 同方 面 の 特産物 中 、 大豆雑穀

　　　等 は こ の 地 に向け られ 、対裏日本 、北海

　　　道、樺太等の 諸港 と の 貿易が急激 に発展

　　　 し、従 つ て 輸出入貿易額 も逐年大激増 を

　　　来 し昭和 8年 は2，560万 円で あつ た の が更

　　　に9年 は 北鮮鉄道管理 局 設 置等 の 事情も

　　　加 つ て 5
，
000万 円 に達 し た の で あ ります。 」

　 こ こ で の 道 とは清津府が 属 して い た （清津 は

現在 の 北朝鮮 で は道 に属 さない 直轄市で ある 。 〉

咸鏡北道の こ とで あろ う。 京図線は満州国の 首

都新京 と図們間を 走る鉄 道で 1933 年 9月 に開通

し、拉 浜線 は 拉法 ・ハ ル ビ ン 間 を走 る鉄 道 で

1933 年 12 月 に開 通 した（13）
。

　北鮮鉄道 管理 局 に つ い て は 1933 年 12 月 13

日に林満鉄総 裁が 大連放送 局か ら中継放送 され

た講演 の 中で （14）

　　 「朝鮮総 督府 よ り、北鮮鉄道 の 移管を受 け

　　　北鮮鉄 道管理 局 の名 の 下に 、去 る十月
一

　　　 日 よ り華 々 し く事 業 を 開始い た しま し

　　　た ，1

と語 っ て い る の で 1933年 10 月 1 日 に 朝鮮総督

府 か ら満 鉄が移管 を受 けて 設 置 された こ とが わ

か る。満 鉄が 朝鮮総督府 か ら北鮮鉄道 を移管 さ

れ た理 由に つ い て 当時 の 「満 州 日報」 は
（15）

　　 「北鮮管理局線

　　　同線 は南陽雄基間 144 キ ロ 、南陽清津 間

　　　 170 ・2 キ ロ 、全長 314 ・2 キ ロ の 短距離

　　　 に す ぎない が、 日満連絡交通 の 大幹線 た

　　　 る本 線 が 今後 羅津 港 の 開港 と共 に 日満

　　　経済 の うえに 活 躍 す る有様 は 実 に 壮観

　　　で あ ろ うこ とが想像 出 来る 。

　　　満 州 の 鉄 道が 北朝鮮 と連絡 せ られ る に

　　　際 し、 日本政府 で は国策上以 上区間の 鉄

　　　道 を朝鮮 総督府 か ら満鉄 に委 任経営せ

　　　 しめ る こ とを決定 し 、 そ の 後細 目に つ い

　　　て 満 鉄 総督府 両 代表 が 数 ケ 月 に亘 っ て

　　　協議 、 昭和八年十月
一

日正式 に満鉄 の 委

　　　任経営 と な っ て 今 日 に 至 っ た もの で あ

　　　る、従 っ て 建設等は凡て朝鮮側 の 手 に成

　　　るもの で ある、兎に角 同線が最も活発 な

　　　活動 を開始す る の は羅 津港 築 港第
一

期

　　　工 事完成 以後 の こ と で あ る 。 」

と説明 し て い る 。

　北鮮鉄道 管理 局設置に よ っ て 鉄道輸送量 が増

大 し効率的に な っ た の で あ ろ うか。

　伊藤氏 は清津港の 可能性 につ い て 以 下 の よ う

に語 る
（16）

。

　　 「而 し て 対東満州の 貨物呑吐 港 とし て 将来

　　　の 清津を見 るに 、最 も肝要な る こ とは満

　　 　州 特産物 の ス トッ ク揚た らしめ又 マ
ー

ケ

　　 　 ッ トた らしむ る こ とで あ ります。満州特

　　　産物 は奥地 に ス トッ ク 場及 マ ー
ケ ッ トを

　　　有せ ぬ た め 自然呑吐 港た る此 の 地に集 ま

　　 　る こ とに なるか ら其の 為の 設備 が必要 と

　　 　な ります 。 故に単なる通過貿易港 として

　　 　だけで は発達性 が薄い の で 此の 目的の た

　　 　め に 相 当広 い 士地 を必 要 とす る と こ ろか

　　 　 ら現在 6，000 坪 の 埠頭用地を満鉄に 無料

　　　貸付 し て 目的の 遂行 を図 る と共 に
一方滞

　　　貨物 の 取 引上に対す る機 関 として 取引所

　　 　設置 の 認 可 を運 動 中で あ る と の こ とで あ

　　 　 ります。」

　 こ の 文 に 「対東満州 の 貨物呑 吐港」 とあ るよ

うに清津 、羅 津 、 雄基 とい っ た 朝鮮半島北部 日

本海沿岸の 各港 は 日本海 を通 じて 東部満州 と新

潟等 の 目本本± 日本海沿岸 諸港 を結ぶ 連絡 地中

継地 として重視 され た の で あ る
（17｝

。

　 こ の 文 中で伊藤氏 が面積に つ い て そ れ ま で は

「31 万 平方 メ
ー

トル 」 と 「平方 メ
ー

トル 」 の 単

位 を用い て い た の に 「6
，
000 坪」 と 「坪」 の 単

位 を用 い て い るの が興味深 い 。度量衡 協会理 事
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の 伊藤氏 に と っ て も現代よ りもはる か に 「坪」

とい う伝統的尺 貫法単位が生活感覚に身 にっ い

て い たの で あ ろ う。

　伊藤氏は清津の 工 業 に つ い て は以下の よ うに

述 べ て い る
（18）

。

　　 「清津は 工業地 として は余 り期待で きぬ と

　　　思 はれ ます 。 即ち其の 要 素の
一

とす る用

　　　水 は水質良好で あ り且 つ 約 5 尺位堀 下 る

　　　と出水す る との こ とで あ りますが 、最 も

　　　難 点 は用 地 の 買収 で あ りま し て 現今地

　　　価著し く高騰 し買収甚 し く困難 とな り、

　　　現行 土 地 収用 令 の 改正 を要す る点 多 々

　　　あ る よ うに思 はれ ます 。 」

　こ こ で はそれま で の 「メ
ー

トル 」に かわ り 「尺 」

と尺 貫法で 長 さを表記 して い る 。

　伊藤氏は清津の 河川の 用水 の 水質 は良 く地 下

水も豊富で あるが 地価 の 高騰 が清津 の 発展 を阻

害し て い る と書い て い る。 しか し こ の 地価の 高

騰 の 原因が発展 へ の 期待か ら生 じて い る の だ と

すれ ば逆説 的で皮 肉な話で ある（19｝
。

　清津の 工 業 の 現状に つ い て伊藤氏は以 下の よ

うに統計 を記 し て い る
 

。

　　 「此 の 地に於 ける現在の 工 業状況も年産額

　　　 300 万 円に達す るが 其は水産方面の 漁獲

　　　物 を処理 す る程度 の 工 産で あ りま し て 、

　　　魚肥 、 魚油 を除けば極 めて僅少で殆ん ど

　　　見 る べ き も の が あ りませ ぬ
。 其の 産額 を

　　　挙 ぐれば

　　　52万 円　水産加工 品 （塩乾魚 を含む ）

　　　99 万 円　鰯 〆 粕 （肥料）

　　　67 万円　魚油

　　　 16 万 円　魚類 、缶詰、冷凍品

　　　 （飼料を含む ）

　　　 18 万円　 製材 品 （木材）

　　　 15 万 円　 醸造品

　　　以 上の 如 くであ りま して 対満交通機 関が

　　　完備 し つ つ あ る今 日相 当 の 増産 を 見 つ

　　　 っ あ ります が、現在 に於て 工 場 として 見

　　　 る べ き もの は 朝鮮 油脂 工 業会 社位 の も

　　　 の で あ ります。」

　朝鮮油脂工業会社に つ い て は 1937 年 5 月 24

日付 「中外商業新報」 紙上 （21）
で

　　 「油脂 工 業界に割込む 、天 下二分 の 朝鮮に

　　　新会社、地元水産品 の加 工 を 目指 し総督

　　　府設 立を斡旋」

と題 し て

　　 「朝鮮総督府 で は 地 元 の 水 産業並 に加 工

　　　業 振興 の 趣 旨に基 き新た に 朝鮮油脂 工

　　　業会社（仮称）を設 立せ しむ べ く過般 来関

　　　係者間に斡旋 中の とこ ろ 、最近 こ の 新会

　　　社 の 創立 は 左 の 如 く急 速実現 の 運 び と

　　　な っ た 。 」

と報 じて い る。

　 こ の よ うに朝鮮油脂 工 業会社 は 1935 年 に伊

藤氏が清津 を視察 した際 には まだ設立 され て い

ない
。 伊藤氏 が言 う朝鮮 油脂 工 業会社 とは 朝鮮

油脂株式会社 の 誤 りで あ ろ う。

　朝鮮油脂株式会社清 津工 場 に つ い て は 1939

年 5月 22 日付 「京城 日報」 紙上 （22）
で

　　 「昭和 7 年 6 月 朝窒興南工場 、 8 年朝鮮油

　　　脂清 津工 場 が 設 立 され 朝鮮硬 化 油工 業

　　　の ス ター トを切 っ た 。 」

と の 記述 が あ る こ とか ら 1933 年 に設 立 され た

こ とがわ か る 。

羅津港

　羅津港 の 人 口 統計 に つ い て 伊藤氏 は 以 下の よ

うに述 べ て い る
（23）。

　　 「此 の 地の 戸数及人 口 を見 るに

　　　内地人 戸数 1，529戸 、 人 口 5，284人 、

　　　鮮人戸数 4
，
034 戸 、 人 口 18

，
948 人 、

　　　外 国人 戸数 55 戸 、 人 口 253 人 。

　　　合計戸数 5，618 戸、人 口 14，485 人

　　　で あ りま し て 現在急激に 増加 し つ っ あ

　　　るの で あ ります 。 」

　国勢調査 （24）
に よれ ば羅津 面 の 人 口 お よび世

帯 は昭和 5（1930 ）年 （当時 は新安面 と称 され て い

た ）に 5，966 人、1，014 世帯、昭和 10（1935）年 に

30，918 人、6，787世 帯で ある。

　羅津 の 急激 な人 口増加 に つ い て は 1933 年 5
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月 19 日付 「神戸新 聞」 に
（25）

　　 「満 鉄 の 築 港 計画進捗 に伴 う羅 津 の 在住

　　　者 は 日に月に激増 し 、 昨秋 ま で は 微 々 た

　　　る漁村に過 ぎず して 居住者 4，989 人中、

　　　内地人 98 人に過 ぎな か っ た もの が 終端

　　　港 と決定発表 され るや俄然激増 し、昨年

　 　　末 に は人 口 5，823 人中内地人 329人 とな

　　　り、更に本年中には築港工 事関係者其他

　　　を加 え 、 優に 2 万 人 の 多数 に達す る見込

　　　み だ と い う。 」

と報 じ られ て い る。終端 港 とは満州 （現在 の 中

国東北部〉か らの 鉄道の 終点 にな る港 とい う意

味 で ある。

　羅津の 貿易状態 に つ い て伊藤氏 は こ う述 べ て

い る
（26）

。

　　 「此 の 地 の 貿易状態 を見 るに 、昭和 9 年 中

　　　の 総貿易高は 42，282 トン で あ りま して

　　　此 の 中輸移出高は 642 トン 、輸移入 高 は

　 　　4，1640 トン で 、輸移出の 主なる もの は雑

　　　貨 414 トン 、木材 92 トン 、金物 47 トン
、

　 　　食料品 37 トン 、機械類 30 トン で あ り、

　　　輸移入 の 主なる もの は 、セ メ ン ト 1 万 ト

　　　ン 、金物 6，445 トン 、雑 貨 6
，
425 トン 、

　　　木材 5
，
541 トン 、石 炭 3

，
685 トン

、 米穀

　　　3
，
215 トン

、 機械類 1
，
432 トン

、 野菜及果

　　　物 1
，
282 トン で あ り 、 更に旅客の 出入状

　　　況 を見 る に 乗船 客 12，987 人 、上 陸客

　　　19，096 人で あ りま して 現在の 羅津 の 貿易

　 　　額 は実 に微 々 た るもの で あ りますが 、今

　　　年 の 10 月 に は雄基 、羅津間の 鉄道開通 と

　 　　同時 に、岸壁 の
一

部完成 に よ り船車連絡

　 　　の 予定 とな っ て ゐ ますか ら此 が完成 の 暁

　 　　は遠 く京図線 、拉浜線の ス ピー ドア ッ プ

　　　に伴ひ 貨客の 出入 状態は全 々 一変す る も

　 　　の と思は れ る の で あ り ます。而 し て 此の

　 　　地 も亦満州特産物の ス トッ ク場及 マ ーケ

　 　　 ッ トた ら しむ るた めに港湾の 設備 に伴 ひ 、

　 　　取引所 の 設立 問題及生牛 の 移出に努 力 し

　 　　っ っ あ ります が、現在及 近 き将 来 に於 て

　 　　は貨客の 通過港 とし て 、相 当の 使命 を持

　　　 つ て 居 ります、」

　 こ の 統計に よれば羅津 の 貿易は極端 な輸入超

過 で ある 。 雄基 と羅津間の 鉄道開通 と羅津港岸

壁 の 一
部完成に つ い て 伊藤氏は 10 月 の 予 定 と

述 べ て い るが実際に は 1935年 11E9 日付 「国

民 新聞」 に
 

　　 「満 鉄が朝鮮総督府鉄道局 か ら委託 を 受け

　　　北鮮鉄 道管理 局 に お い て 建設 中の 雄 羅

　　　線 （雄基 一
羅津問）並 び に羅津港第

一
期 計

　　　画は今回愈々 竣工 、来る 十 日羅津で これ

　　　が 開通 並 び に 開港式 を挙行 す る こ と と

　　　な っ た。」

と報 じられて い るよ うに 1935年 11月 10 日に鉄

道 と港湾 が両者 同時 に開通 した 。

おわ りに

　伊藤氏 の 視察報告 は 日本統治時代 の 朝鮮 半島

の 経 済 と産業を当時朝鮮半島に居住 して い た 日

本人 実業家 、 度量衡商人が どの よ うに 見た の か と

い う点で 貴重 な記録で ある。 朝鮮総督府や満鉄を

は じめ とす る当時 の 日本の 官民が 清津、羅津、雄

基等 の 朝鮮半島北部の 港湾を通 じて 日本本 土 と

満州 （現在 の 中国東北部）を結ぶ 日本海航路 と鉄

道 を 「日満の 裏街道」 として 重視 し、港湾の整備

と鉄道の 建設 にカ を注い だ こ とが わか る。

　 1910 年 か ら 1945 年 ま で の 目本 統治時代 の 朝

鮮 半島で 朝鮮総督府が どの よ うな経済 ・産業政

策 を実施 し、経済 ・産業 が どの 程度発展 したの

か 、その 結果 当時の 朝鮮半島の 住 民 の 生活 が ど

の 程度向上 し た の か 、そ し て 日本 統治時代の 経

済 。産業政策が 独立後 の 韓国や北朝鮮 の

経済 ・産業 の 発展 に どの 程度貢献 して い る の か、

そ の 成果 を正 確 な統計数値に基づ い て 客観的か

つ 計量的 に分析 して正 し く知 る こ と こ そ今後 の

日韓友好親 善の た め に 必 要 だ と思 われ る 。

注

（1＞『昭和十六年統計年報』、 京城商工 会議所 、

　　（1943）、136 頁、

（引用 に際 して 漢字 は 当用漢字 に改 めた。〉

一86一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Hlstorloal 　Metrology 厂　Japan

（2） 『昭和人名辞典第 4 巻 （外 地 ・満支 ・海外

　　篇）』、 日本図書セ ン ター、東京 、（1987）、

　　 「朝鮮」 の 項 8 頁。　 （底本は谷サ カ ヨ 編 ・

　　発行 ： 『大衆人事録』第 14 版、帝国秘密探

　　偵社 、 1943）

（3） 『昭和人名辞典第 4巻 （外地 ・満支 ・海外

　　篇 ）』、日本 図書セ ン タ
ー

、 東京 、 （1987）、

　　 「朝鮮」 の 項 8 頁。

（4） 『昭和人名辞典第 4 巻 （外地 ・満支 ・海 外

　　篇）』、 日本図書セ ン ター、東京、 （1987）

　　 「朝鮮」 の 項 8頁 。

（5）伊藤 壽
一

： 「北鮮及東部満州経済視察報

　　告」、東京 計量時報 202 号 （1935−07−15）、

　　9 頁 。

（6）伊藤 壽
一

： 「北鮮 及東部満州 経済視察報

　　告」、 東京計量 時報 202 号、（1935−07−15）、

　　9 頁 。

（7）京 元線は 「鮮 鉄沿革史略 （下 ）」 、京城 日

　　幸畏　（1917
−08−06）　　こ

　　　 「湖南線 は大正 三年一月開通 し木浦及び

　　　群山に鉄 路 は伸 び亦同年 八月朝鮮 半島の

　　　横断線た る京城 元山間の 鉄 道 は全 通 して

　　　営業 を開始せ り。 」

　　との 記述がある よ うに 1914 （大正 3）年 8

　　月に 開通 した 。

（8）北鉄接収に つ い て は神戸大 学経営経済研究

　　所新 聞記事文庫 の ホ ーム ペ ージ内の 記事検

　　索画面

一

　　で 「北鉄接収」 を検索す る と 1934 年か ら

　　 1939 まで の 大阪毎 日新聞、大阪時事新報、

　　大阪朝日新聞、満州 日報等 の 北鉄接収 関連

　　記事 36件を読む こ とが で き る 。

（9）伊藤壽一
； 「北鮮及東部満州経済視察報 告」

　　東京計量 時報、202号、　 （1935−07−15） 、 9

　　頁。原文 中の 「鮮人」 と い う呼称 は朝鮮人

　　の 略称で韓国人、朝鮮 民族 に 対す る蔑称、

　　差別語 と思われ るが歴 史的資料 とし て 原文

　　の ま ま 引用 した 。

（10）『外地 国勢調査報告 ・第 4 輯 ・朝鮮 国勢調

　　査報告』、文生書院 、 東京 、 （2000）、　（『朝

　　鮮総督府国勢調査報告』の 復刻）

（11）伊藤 壽一
： 「北鮮及東部満州経済視察報告」

　　東京 計量時報 、 202号、 （1935−07− 15）、9

　　頁。

（12）伊藤壽
一

： 「北鮮及東部満州経済視察報告」

　　東京 計量時報、202 号、 （1935−07− 15） 、 9

　　頁 。

（13）htt　〃www 　soc　hit−u　ac
’
／thesis！doctor／99／exam ／ohii

　　血

　　芳井研
一

氏博士 論文 「環 日本海地域社会の

　　変容 と近代 日本」 審査要 旨 （
一

橋大学）第

　　10 章分 内に

　　　 「33 年 9 月 に京図鉄道 は開通 し、36 年

　　　に は羅津港築港工 事 も終 了 し 、 さらに 33

　　　年 12 月 に京 図線の 拉法 か らハ ル ビ ン に

　　　至 る拉浜線 、 37 年 7 月 に 図們か ら北満州

　　　の 佳木斯に 至 る図佳線が 開通 した 」

　　 と記述 され て い る 。

（14）「満鉄の 現状 と吾等の 覚悟 、林総裁講 演要

　　 旨」 、満州 日報、 （1933年 12 月 14 日付か

　　 ら 1933年 12 月 17 日付まで の 4 日間毎 日連

　　載 、 北鮮鉄道 管理局事業開始 に つ い て の 発

　　言は 1933 年 12 月 16 日付 に掲載 されて い

　　る 。 ）

（15）「早 廻 り競争 満州 各鉄 道 の 素描 そ の 一
、

　　堂 々 王座 を 占め る満鉄 線の 発 達 、 今昔の 感

　　 うた た痛切」 、 満州 日報 、 （1934 年 4 月 5

　　 日付か ら 1934 年 4 月 11 日付ま で の 7 日 間

　　毎 日連載、北鮮鉄道管理 局線に つ い て の 説

　　明記事は 1934 年 4 月 11 日付 に掲載 され て

　　い る。）

（16）伊Pt壽一　： 「北鮮及東部満州経済視察報告」

　　東京計量 時報、202 号、　 （1935−07− 15）、9

　　頁 。

（17）津田特派員 ： 「日満の 新動脈 を廻 っ て （A ）

　　待望ま さに 三十年吉会線漸 く通ず」 、報 知

　　新 聞 、 （1933−08−10） （これ 以降 1933 年 8

　　月 19 日付 ま で （A）か ら  ま で の ア ル フ ァ ベ

　　 ッ トが付 され計 9 回 連載 され た。）の 記 事

計量 史研究 25 匚2了］2003

一87一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Hlstorloal 　Metrology 厂　Japan

　　中で は 「日満 の 裏街道」 と題 して

　　　 「一体 日本 海 を通 ずる 日満 の 直接 連 絡

　　　は我国多年の 懸案で あ っ て 、軍事経済上

　　　 の 立 場 か ら極 め て重要視 され た、殊 に四

　　　辺 海 にか こ まれた 孤 島 日本 と して は 北

　　　満 との 問 の 安全 且 迅 速な る連 絡 が 絶 対

　　　に必 要 で ある 、門司
一大連

一
ノ〉 レ ビ ン が

　　　表街道だ とすれ ば 日本海 、北鮮 を通 じて

　　　 の裏街道 が ほ しい 、そ の ためには満 州の

　　　中心た る新京 、
ハ ル ビ ン と北鮮間の 鉄道

　　　即 ち吉会線 の 建設 が 絶対 要件 な の で あ

　　　 っ て 、 そ の 実現 こ そ は 日露戦後か ら今 日

　　　 に 至 る ま で 我 国の
一

貫せ る 国策 だ っ た

　　　の で あ る。」

　　 と朝鮮 半島北部 日本海 沿岸 の 港 を用 い た 日

　　本海航路 に よる 日満連絡 の 重要性 を強調 し

　　て い る 。

（18）伊藤壽一
： 「北鮮及 東部満州経済視察報告」

　　東京計量時報、202号、　 （1935−07−15）、9

　　頁 。

（19） 「北満 の 大 動脈 を繋 ぐ敦図線 全通 と 日満交

　　通 の
一大変革 ・東 支鉄 と浦潮 を ノ ッ ク ア ウ

　　 トする羅津の 大築港計画 とそ の 将来 （
一

）」、

　　神戸新聞、　 （1933−5−15）　 （これ以降 1933

　　年 5 月 27 日付 まで毎 日、計 13 回連載 され

　　た。）

　　紙上 で

　　　 「今や そ の 終端 港 と して 確 定せ る羅 津

　　　は満 鉄 の 大 々 的築港計画 の 進展 と共 に 、

　　　素晴 ら しい 発進振 りを見せ 、 往時 の
一寒

　　　村 も忽 ち
一

大 港 湾都 市 を形 成す る こ と

　　　となる の で 、土 地熱の 如 き実に意想外 な

　　　る熱狂を 示 し、嘗つ て は坪十二 、三 銭 し

　　　か しなか っ た地価 は、
一

躍何十倍か に暴

　　　騰 し 、 枢 要地 と 目せ られ る とこ ろは坪 四

　　　五 十 円 に も飛 び 上 っ て い る とい う有 様

　　　だ 、 ま た そ の 補助港 ともな る べ き雄基 、

　　　清津 の 両 港は 満鉄 の 委 任経営 に よ っ て 、

　　　種 々 な る拡 張計 画が 立 て られ て い る の

　　　で 、その 将来の 発展 を 目指 して 、 こ の 羅

　　　津、雄基 、清津の 三港 を繞 っ て 、北鮮地

　　　方 は多大の 感 激 と興 奮 と の る っ ぼ に在

　 　　 る 。 」

　　と鉄道開通 と港湾整備 に よ る発展 へ の 期待

　　か ら地価 が高騰 したこ とが 記 され て い る 。

（20）伊藤壽
一

： 「北鮮及 東部 満州経済視察報告」

　　東京計量時報 、 202号 、　（1935−07−15）、g

　 　頁 。

（21）「油脂 工 業界 に割込 む 、天 下 二 分 の 朝鮮 に

　　新会社、地 元水産 品の 加 工 を 目指 し総督府

　 　設 立 を斡旋」 、中外商業新報、（1937−5−24）

（22）「益 々 責務 重大な半 島の 硬化油 工 業」 、京

　 　城 目幸艮、　（1939−5−22）

（23）伊藤壽
一

： 「北鮮及 東部満州経済視察報告」

　　東京計量時報、202 号、　 （1935 −07−15）、9

　 　頁。

（24）『外地国勢調 査報告 ・第 4 輯 ・朝鮮 国勢調

　　査報告』、 文生書院 、 東京 、 （2000）、 （『朝

　　鮮総督府 国勢調査報告』 の 復刻〉

（25＞「北満 の 大動脈を繋ぐ敦 図 線全通 と 日満 交

　　通 の 一大変革 ・東支鉄 と浦潮 をノ ッ ク ア ウ

　　 トする羅津の 大 築港計画 とそ の 将来 、敦 図

　　線 の 全 通 （五 ）港 は伸 び る 終端 港 に 選定

　　され た羅津港 の 偉大 な築港計画」 、神戸 新

　　聞、　 （1933−5−19）

　 　 （注 19 の連載 中 5 日目の 記事 で ある。）

（26）伊藤壽
一

： 「北鮮及東部満州経済視察報告」

　　東京計量時報、202 号、　（1935−07−15）、
9

　 　頁。

（27）「満鉄 の 北鮮鉄 買収愈 々 具 体化せ ん 、佐藤

　 　理事近 く上京」 、国民 新聞、（1935−11−9）
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